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（１）

★

令
和
３
年
度
年
会
費
の

納
入
の
お
願
い

今
年
度
は
総
会
開
催
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
直
接

の
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

年

会

費

（

３

、

０

０

０

円
）
未
納
の
方
は
、
左
記
い

ず
れ
か
の
口
座
宛
お
振
込
み

下
さ
い
。
振
込
手
数
料
は
ご

負

担

を

お

願

い

い

た

し

ま

す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ケ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当

孫
田
幹
事
宛

０
９
０-

２
３
６
０-

２
９
７
３

《
節
約
術
》
七
十
七
銀
行
旭

ケ
丘
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
利
用
振
込
で

振
込
手
数
料
は
無
料
に
な
り

ま
す
。 お

願

い

宮
城
県
民
共
済
写
真
展

・
特
別
賞

川
村

裕
信

・
上
位
入
選

岩
城

剛

小
檜
山

裕
行

趙

瑞

内
生

宏
嗣

・
東
北
の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
秀
作

大
滝

善
嗣

・
入
選

内
生

宏
嗣

・
宮
城
写
真
サ
ロ
ン
展

・
入
選

相
原

智
恵
子

川
村

裕
信

内
生

宏
嗣

横
山
光
太
郎

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

敬
称
略)

お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

前
号
第
54
号
発
行
の
「
東
風
季
報
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

1
ペ
ー
ジ
最
下
段
「
お
知
ら
せ
」
の
記
事

「
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
写
真
展

・
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
賞

横
山

光
太
郎

」

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
受
賞
者
は
「
山
内

則
義
」
氏
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
但
し
山
内
氏
は
当
協
会
非
会
員
）

編
集
担
当
幹
事

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

自
：
２
０
２
１
年
１
月
１
日

～
至
：
12
月
31
日

１
．
撮
影
会
開
催
に
つ
い

て
、
協
会
イ
ベ
ン
ト
企
画

撮
影
会
の
開
催

（
年
２
回
開
催
予
定
）

①
「
新
春
の
富
士
山
撮
影
ツ

ア
ー
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中

止
。

②
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
開

催

詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご

案
内
し
ま
す
。

２
．
勉
強
会
に
つ
い
て

協
会
イ
ベ
ン
ト
企
画
撮
影

会
終
了
後
、
後
日
作
品
を
持

ち
寄
り
勉
強
会
開
催
。

会
員
の
作
品
を
掲
示
・
投

影
し
、
講
師
の
指
導
・
講
評

を
得
て
、
作
品
の
一
部
を
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
。

３
．
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
上
、
総
会
と
セ

ミ
ナ
ー
開
催
は
中
止
と
し
ま

し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
て
判
断

・
決
定
い
た
し
ま
す
。

４
．
展
示
発
表
会
に
つ
い

て
第
７
回
作
品
展
は
昨
年
７

月
に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ

ー
ク
会
場
に
て
開
催
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年

９
月
17
日
（
金
）
か
ら
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

参
加

申
込
の
会
員
各
位
に
は
詳
細

を
改
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
参
加
と
見
学
及

び
知
人
等
へ
の
お
声
掛
け
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。５

．
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

る
様
、
掲
示
内
容
の
充
実
・

更
新
を
会
員
の
協
力
の
基
に

進
め
、
外
部
組
織
や
多
く
の

写
真
を
愛
す
る
人
と
の
情
報

の
交
換
の
場
と
し
て
活
用
。

６
．
組
織
拡
大
の
た
め
の

会
員
加
入
勧
奨
及
び
組
織
の

充
実
（
東
北
各
県
へ
の
新
規

会
員
募
集
促
進
）

２

０

２

１

年

度

事

業

計

画

に

つ

い

て

第
15
回
総
会
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催
が
中
止
に
な
り
、
会
員
の
皆
様
へ
は
２
０
２
０
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
２
０
２
１
年
度
の
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
案
を
お
送
り

し
、
賛
否
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
月
末
の
期
限
ま
で
に
ご
意
見

・
ご
意
向
等
の
ご
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
上
に
よ
り
ま
し
て
決
算
、
並
び
に

事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
を
左
記
に
掲
載
し
ま
し
た
。

（
１
）
風
景
写
真
愛
好
家

に
対
す
る
加
入
勧
奨
の
実
施

（
２
）
友
誼
団
体
役
員
に

対
す
る
加
入
勧
奨
の
協
力
依

頼
７
．
季
刊
紙
「
東
風
季

報
」
の
発
行

年
４
回
（
３
・
６
・
９
・

12
月
の
１
日
発
行
）

１
面
：
各
種
行
事
報
告
と

開
催
案
内
等
、

２
面
：
掲
載
記
事
の
充
実

会
員
各
位
よ
り
撮
影
地
情

報
・
撮
影
ノ
ウ
ハ
ウ
・
機
材

の
取
扱
い
、
撮
影
地
・
機
材

に
対
す
る
思
い
出
、
成
功
や

失
敗
談
等
、
記
事
提
供
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
．
そ
の
他
、
本
会
の
目

的
達
成
の
た
め
の
必
要
事

項
。

▼
私
は
前
田
真
三
に
憧
れ

風
景
写
真
を
撮
り
始
め
た
。

美
瑛
の
丘
に
三
脚
を
立
て
、

片
手
を
三
脚
に
添
え
片
手
を

腰
に
置
い
て
視
線
を
丘
に
向

け
て
い
る
姿
は
何
と
も
恰
好

良
く
思
え
た
。
昭
和
62
年
、

当
時
私
は
東
京
に
単
身
赴
任

を
し
て
い
た
。
風
景
写
真
を

や
ろ
う
と
決
め
る
や
早
速
銀

座
の
中
古
写
真
店
で
ハ
ッ
セ

ル
ブ
ラ
ッ
ド
５
０
０

Ｃ
Ｍ

と
ゾ
ナ
ー

１
５
０
ｍ
ｍ

Ｆ
4
と
プ
ラ
ナ
ー
80
ｍ
ｍ

Ｆ
2
・
8
と
ム
タ
ー
（
テ
レ

コ
ン
バ
ー
タ
ー
）
を
買
い
込

み
、
帰
省
し
な
い
休
日
に
は

鎌
倉
な
ど
に
出
向
き
風
景
写

真
を
撮
り
始
め
た
。
当
然
、

以
来
三
脚
は
私
の
大
切
な
相

棒
と
な
っ
た
。

三
脚
操
作
を
し
な
が
ら
何

を
撮
り
た
い
の
か
？
露
出
補

正
は
？
等
々
に
頭
を
巡
ら
せ

な
が
ら
被
写
体
と
の
間
合
い

を
縮
め
て
い
る
。
時
に
は
三

脚
を
立
て
て
光
を
待
つ
こ
と

も
多
々
あ
る
。
こ
う
し
た
時

間
が
と
て
も
楽
し
く
、
風
景

写
真
撮
影
の
醍
醐
味
は
こ
こ

に
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

る
。

▼
今
日
ま
で
色
々
な
三
脚
を

使
っ
て
き
た
が
中
々
満
足
を

得
る
も
の
に
は
出
会
え
な
か

っ
た
。
安
定
性
を
求
め
て
重

量
の
あ
る
も
の
を
持
て
ば
、

持
ち
歩
く
の
に
疲
弊
し
て
撮

影
意
欲
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
。三

脚
に
は
適
度
の
剛
性
、

重
量
、
操
作
性
が
求
め
ら
れ

る
が
、
今
は
安
価
で
比
較
的

軽
量
な
マ
ン
フ
ロ
ッ
ト
製
の

0
5
5
C
X

3
（
旧
モ
デ
ル
だ

が
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

製
）
が
私
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の

三
脚
だ
と
思
っ
て
い
る
。
構

造
が
単
純
で
適
度
の
重
量
、

剛
性
が
あ
り
、
何
よ
り
も
パ

イ
プ
の
長
さ
調
整
に
は
ツ
イ

ス
ト
ロ
ッ
ク
機
構
と
呼
ば
れ

る
レ
バ
ー
式
の
ロ
ッ
ク
機
構

が
気
に
入
っ
て
い
る
。
し
か

も
三
脚
の
足
を
下
に
し
て
レ

バ
ー
を
解
放
す
れ
ば
足
が
一

気
に
飛
び
出
し
、
足
を
上
に

向
け
れ
ば
一
瞬
で
縮
ん
で
し

ま
う
。

ネ
ジ
式
は
時
間
が

か
か
る
し
、
冬
期
撮
影
時
で

は
寒
さ
の
中
で
の
ネ
ジ
回
し

は
大
変
。
こ
の
三
脚
を
使
う

こ
と
で
三
脚
使
用
の
煩
わ
し

さ
か
ら
少
し
で
も
解
放
さ

れ
、
撮
影
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

▼
長
年
中
判
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
中
判
信
奉
か
ら
逃
れ
ら

れ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も

「
お
ま
じ
な
い
」
の
様
に
中

判
カ
メ
ラ
を
使
い
続
け
て
い

る
。
適
度
な
剛
性
が
あ
る
と

云
え
ど
も
長
大
・
重
量
な
望

遠
レ
ン
ズ
の
使
用
時
に
は
チ

ョ
ッ
ト
心
配
。
レ
ン
ズ
の
ブ

レ
防
止
に
は
雲
台
と
三
脚
の

固
定
部
の
剛
性
が
最
も
大

事
。
こ
の
剛
性
を
補
完
す
る

た
め
に
は
レ
ン
ズ
を
下
か
ら

支
え
る
三
角
ト
ラ
フ
構
造
に

す
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
。

私
は
十
年
来
、
望
遠
レ
ン

ズ
使
用
時
に
は
レ
ン
ズ
サ
ポ

ー
ト
部
が
伸
縮
す
るS

L
I
K

製
の
レ
ン
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
現
行
品
か
は
不
明
）
を
使

用
し
て
い
る
。
し
か
し
少
し

で
も
軽
量
な
三
脚
を
求
め
て

い
る
私
に
は
こ
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
ク
リ
ッ
プ
部
が
重
い
の

が
難
点
と
感
じ
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
ク
リ
ッ
プ
部
を
取
り

外
し
、
自
転
車
用
部
品
を
利

用
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
三
脚

に
固
定
す
る
こ
と
で
こ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
大
幅
な
重
量
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
軽
い
三
脚

の
使
用
を
可
能
と
し
、
一
眼

レ
フ
で
は
「
ミ
ラ
ー
ア
ッ
プ

と
二
秒
タ
イ
マ
ー
」
を
組
み

合
わ
せ
て
ブ
レ
防
止
を
図
る

の
が
私
の
撮
影
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
る
。

手
持
ち
撮
影
だ
と
手
振
れ

防
止
や
シ
ャ
タ
ー
を
切
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
気
を
獲
ら
れ
て

構
図
や
露
出
に
対
す
る
注
意

が
散
漫
に
な
り
、
満
足
な
撮

私

の

撮

影

ス

タ

イ

ル

先
﨑

康
人

影
結
果
が
得
ら
れ
な
い
時
が

多
い
様
に
感
じ
て
い
る
。
し

か
し
三
脚
使
用
で
は
被
写
体

と
の
適
度
な
距
離
の
確
保
、

微
妙
な
構
図
、
ア
ン
グ
ル
の

調
整
に
制
約
が
多
い
こ
と
も

事
実
。
こ
の
た
め
私
は
三
脚

使
用
時
に
は
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

を
多
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

▼
一
方
、
三
脚
を
多
用
す
る

私
だ
が
手
持
ち
撮
影
の
楽
し

さ
も
捨
て
難
い
と
思
っ
て
い

る
。
手
持
ち
撮
影
で
は
比
較

的
近
距
離
撮
影
の
場
合
が
多

く
、
35
ｍ
ｍ
一
眼
レ
フ
に
単

焦
点
レ
ン
ズ
を
付
け
て
の
撮

影
が
多
い
。
ど
の
メ
ー
カ
ー

も
単
焦
点
レ
ン
ズ
に
は
高
性

能
で
写
り
に
特
色
の
あ
る
レ

ン
ズ
を
準
備
し
て
い
る
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

第
７
回
作
品
展
「
美
し
い
日
本
」
開
催
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、
東
北
風
景
写
真
家
協
会
創
立
15
周
年

第
７
回
作
品
展
「
美
し
い
日
本
」
は
、
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
６
月

の
東
風
季
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
1
）
作
品
展
の
日
程

作
品
搬
入

２
０
２
１
年

９
月
16
日
（
木
）

展
示
期
間

９
月
17
日
（
金
）
～
22
日
（
水
）

作
品
搬
出

９
月
22
日
（
水
）

（
２
）
展
示
会
場

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

（
３
）
現
在
の
参
加
申
込
者
数

48
名
（
展
示
数
92
点
）

現
状
で
は
撮
影
行
動
も
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
見
直
す
時
間

も
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様
も
、

こ
の
機
会
に
写
真
の
選
定
等
参
加
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
参
加
申
し
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
仕
上
が
り
設
定
機

能
と
は
」

撮
影
意
図
に
合
っ
た
、
諧

調
、
色
合
い
、
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
、
等
を
撮
影
意
図
に
合
っ

た
よ
う
に
カ
メ
ラ
内
で
調
整

す
る
機
能
で
、
項
目
を
選
ぶ

だ
け
で
設
定
で
き
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
機
能
内

容
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
の

で
使
用
す
る
カ
メ
ラ
の
説
明

書
を
熟
読
し
て
活
用
し
て
下

さ
い
。
一
般
的
に
は
、
最
も

標
準
的
に
仕
上
が
る
、
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
か
ら
鮮
や
か

に
仕
上
げ
る
「
ビ
ビ
ッ
ト
」

「
風
景
」
、
落
ち
着
い
た
雰

囲

気

の

「

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル
」
、
肌
の
色
を
綺
麗
に
見

せ

る

、

「

ポ

ー

ト

レ

ー

ト
」
、
他
多
種
類
の
ソ
フ
ト

が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

使

用

例

１
：
「
色
を
濃
く
鮮
や
か
に

仕
上
げ
た
い
と
き
」

マ
イ
ナ
ス
補
正
を
し
て
更

に
仕
上
が
り
機
能
で
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
（
ビ
ビ
ッ
ト
や
風

景
）
彩
度
を
高
め
に
設
定
す

る
と
、
夕
焼
け
や
青
空
を
鮮

や
か
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

２
：
モ
ノ
ク
ロ
撮
影

モ
ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
の
設
定

に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
撮
影
が
出

来
ま
す
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
は

白
黒
の
濃
淡
で
表
現
し
ま
す

の
で
カ
ラ
ー
写
真
で
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
表
現
が
で
き
ま
す
。

カ
ラ
ー
で
撮
影
し
て
パ
ソ

コ
ン
の
ソ
フ
ト
で
モ
ノ
ク
ロ

に
変
換
す
る
こ
と
も
出
来
ま

す
が
、
色
を
抜
く
た
め
に
僅

か
な
セ
ピ
ア
か
ぶ
り
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
モ
ノ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
で
撮
影
し
た
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
近
い
表
現

に
す
る
た
め
に
は
、
撮
影
の

時
に
モ
ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
で
の

撮
影
が
お
勧
め
で
す
。

▼
▼
「
各
メ
ー
カ
ー
の
仕
上

が
り
設
定
の
名
称
」

▼
ニ
コ
ン
・
「
ピ
ク
チ
ャ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
・
・
・

・
設
定
機
能

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
「
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
「
ビ
ビ
ッ
ト
」

「
モ
ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
」
「
ポ

ー
ト
レ
ー
ト
」
「
風
景
」

「
フ
ラ
ッ
ト
」

▼
キ
ャ
ノ
ン
・
「
ピ
ク
チ
ャ

ー
ス
タ
イ
ル
」
・
・
・

・
設
定
機
能

「
オ
ー
ト
」
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
「
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」

「
風
景
」
「
デ
ィ
テ
ー
ル
重

視
」
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

「
忠
実
設
定
」
「
モ
ノ
ク
ロ
」

▼
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
・
「
カ
ス

タ
ム
イ
メ
ー
ジ
」
・
・
・

・
設
定
機
能

「
鮮
や
か
」
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
」
「
人
物
」
「
風
景
」

「
雅
」
・
・
・
「
リ
バ
ー
サ

ル
フ
ィ
ル
ム
」
他

「
三
密
を
避
け
た

春
の
花
風
景
撮
影
の

穴
場
紹
介
」

コ
ロ
ナ
禍
問
題
も
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
開
始
に
よ
り
先

が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
予
断
が
出
来
ま
せ
ん
。

春
の
花
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
来
ま
す
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

え
ど
も
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
籠

っ
て
い
る
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ

ん
。
三
密
を
避
け
て
人
の
居

な
い
仙
台
近
郊
の
穴
場
の
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
梅
風
景
と
花
」

１
：
佐
藤
農
場
（
岩
出
山
）

写
真
撮
影
に
手
頃
な
広
さ

の
農
場
に
、
白
梅
、
紅
梅
の

古
木
に
多
数
咲
く
風
景
は
人

出
は
疎
ら
で
知
る
人
ぞ
知

る
、
絶
好
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

撮
影
の
適
期
は
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
で
紅
梅
か
ら

咲
き
始
め
て
、
紅
白
の
競
演

は
見
事
で
す
、
花
の
ア
ッ
プ

か
ら
梅
林
風
景
ま
で
手
軽
に

楽
し
め
ま
す
。

・
連
絡
先
：
佐
藤
農
場
℡
０

２
２
９-

７
２-

０
４
７
７

駐
車
場
あ
り
、
入
場
無
料

２
：
大
河
原
梅
団
地

農
家
の
共
同
梅
畑
で
、
広

大
な
丘
陵
の
梅
畑
は
多
方
面

▼
数
年
前
か
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
『
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
こ

と
。
』
理
由
と
し
て
は
い
く

つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
一
番

は
常
に
目
標
を
も
っ
て
自
分

を
追
い
込
ん
で
い
た
い
と
い

う
こ
と
と
、
自
分
の
写
真
力

が
ど
の
程
度
あ
る
か
知
り
た

い
と
い
う
欲
求
で
す
。
ま

た
、
撮
影
す
る
に
あ
た
っ
て

色
々
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り

知
識
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
し
、

撮
影
の
た
め
日
本
各
地
や
海

外
に
も
撮
影
旅
行
に
行
け
ま

す
。
そ
し
て
行
動
す
る
に
は

体
力
作
り
も
欠
か
せ
な
い
の

で
、
健
康
に
も
留
意
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▼

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル

で
通
用
す
る
の
か
ど
う
か
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
し
て
写
真
力
は
ま
だ

ま
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り

新
た
な
発
見
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現
在
は
作
品
作
り
ま
で
の

過
程
が
と
て
も
心
地
よ
く
、

精
神
的
、
体
力
的
に
も
自
分

が
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

▼

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
実
行
し

て
い
る
か
と
は
思
い
ま
す
が

・
・
・
。

一
度
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

す
る
と
、
翌
年
に
は
必
ず
募

集
の
案
内
が
来
る
の
で
そ
の

中
か
ら
取
り
組
む
コ
ン
テ
ス

ト
を
選
択
、
ま
た
新
た
に
挑

戦
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
探
し

ま
す
。
そ
し
て
応
募
内
容
を

見
て
、
各
テ
ー
マ
に
基
づ
き

作
品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼

作
品
作
り
の
た
め
の
企

画
を
練
っ
て
行
き
ま
す
が
、

こ
こ
が
自
分
に
と
っ
て
は
と

て
も
楽
し
い
時
間
に
な
り
、

作
品
の
出
来
栄
え
に
も
重
要

な
部
分
に
な
り
ま
す
。

企
画
前
に
応
募
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
の
こ
れ
ま
で
の
入
賞

作
品
を
見
て
お
き
ま
す
。
入

賞
す
る
作
品
に
は
写
真
力
が

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
観
察

し
研
究
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
あ
く
ま
で
も
参
考
で

あ
っ
て
類
似
の
作
品
は
撮
影

し
な
い
こ
と
を
鉄
則
と
考
え

て
い
ま
す
。

ど
の
様
な
作
品
に
す
る

か
、
年
一
回
の
チ
ャ
ン
ス
し

か
な
い
場
合
も
あ
り
綿
密
に

考
え
ま
す
。
季
節
は
、
人
物

は
入
れ
る
か
、
海
か
山
か
街

中
か
、
気
象
条
件
は
、
朝
か

昼
か
夜
か
。
ま
た
、
写
真
雑

誌
、
ネ
ッ
ト
検
索
等
々
で
色

々
な
角
度
か
ら
決
め
て
い
き

ま
す
。

▼

カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
を
決

め
ま
す
。
現
在
所
有
の
オ
リ

ン
パ
ス
、
キ
ャ
ノ
ン
か
ら
レ

ン
ズ
と
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
て
選
び
ま
す
。
決
め
た
ら

余
程
の
理
由
が
な
い
限
り
変

更
は
し
な
い
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
次
に
撮
影
場
所
の
選

定
、
企
画
し
た
写
真
が
ど
こ

で
撮
影
可
能
か
人
脈
、
ネ
ッ

ト
検
索
、
各
地
の
観
光
協
会

等
々
に
聞
き
込
み
を
し
て
い

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
近
場

で
撮
影
地
を
決
め
何
回
も
通

う
こ
と
が
良
い
作
品
を
作
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
撮
影

チ
ャ
ン
ス
が
年
一
回
限
り
と

な
る
場
合
も
あ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
計
画
、
取
材
力
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
回
限
り
の
撮
影
地
で

は
企
画
し
た
と
お
り
に
環
境

が
整
わ
な
い
時
が
多
々
あ
り

ま
す
が
、
諦
め
ず
に
視
点
を

変
え
撮
影
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

▼

撮
影
し
た
写
真
は
、
基

本R
A
W

とJ
P
E
G

両
方
で
撮

影
し
現
像
ソ
フ
ト
を
使
用

し
、
自
分
の
目
に
焼
き
付
い

た
色
彩
で
色
調
等
を
整
理
し

て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
大
げ

さ
な
加
工
は
不
可
で
す
。
私

の
現
像
の
約
束
事
は
白
黒
フ

ィ
ル
ム
時
代
に
出
来
た
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

仕
上
げ
は
プ
リ
ン
ト
に
な

り
ま
す
が
、
私
は
プ
リ
ン
ト

専
門
店
に
依
頼
し
て
い
ま

す
。
私
と
お
店
の
パ
ソ
コ
ン

の
液
晶
の
画
面
色
が
異
な
る

の
が
悩
み
で
、
複
数
回
プ
リ

ン
ト
し
な
お
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
長
年
同
じ
プ
リ
ン

ト
専
門
店
を
使
い
続
け
て
い

る
と
自
分
の
思
っ
た
色
に
調

整
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
プ
リ
ン
ト
に
枠
を

付
け
る
か
ど
う
か
悩
む
と
こ

ろ
で
す
が
、
基
本
私
は
枠
を

つ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
理
由

は
広
が
り
（
想
像
す
る
）
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と

勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

▼

こ
こ
ま
で
色
々
と
書
い

て
き
た
こ
と
は
今
私
が
実
践

し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
ら
に
よ
り
撮
影
し
た
写
真

が
「
と
き
め
く
」
様
な
作
品

に
全
て
な
る
か
と
言
う
と
違

い
ま
す
。
出
来
栄
え
に
反
省

す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
前
向
き
に
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

▼

最
後
に
な
り
ま
す
が

「
コ
ン
テ
ス
ト
フ
ォ
ト
」
、

お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
あ
り

ま
す
か
。
数
年
前
に
あ
る
写

真
誌
で
目
に
し
ま
し
た
。
競

い
合
い
、
勝
つ
こ
と
が
目
標

と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
写

真
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ン
ル
。
「
コ
ン
テ
ス

ト
フ
ォ
ト
」
で
は
、
純
粋
に

入
賞
を
目
指
し
、
応
募
規
約

と
言
う
共
通
ル
ー
ル
を
順
守

す
る
中
で
、
他
者
と
競
い
合

い
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
互

い
の
作
品
力
を
高
め
る
。

な
る
ほ
ど
面
白
い
と
共
感
す

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

か
ら
自
由
に
撮
影
が
楽
し
め

る
隠
れ
た
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
こ
ち
ら
も
人
影
は
疎
ら

で
コ
ロ
ナ
と
は
無
関
係
の
別

天
地
で
す
。

撮
影
適
期
は
３
月
中
旬
か

ら
４
月
上
旬

・
照
会
先
、
大
河
原
も
ち
豚

館
（
レ
ス
ト
ラ
ン
温
泉
有
り
）

駐
車
場
あ
り
：
場
内
一
方
通

行
内
に
数
台
ず
つ
、
数
か
所

に
あ
り

「
桜
風
景
と
桜
花
」

３
：
七
ヶ
浜
・
大
木
囲
貝
塚

（
だ
い
き
か
こ
い
か
い
ず

か
）
公
園

こ
こ
の
桜
は
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
、
ヤ
マ
サ
ク
ラ
、
カ
ス
ミ

サ
ク
ラ
、
オ
オ
シ
マ
サ
ク

ラ
、
が
広
大
な
公
園
に
咲
く

た
め
シ
ー
ズ
ン
は
長
く
、
４

月
第
１
週
か
ら
３
週
位
ま
で

見
ら
れ
ま
す
が
、
公
園
の
一

番
奥
に
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の

大
木
「
だ
い
ぎ
桜
」
は
圧
巻
で

す
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
４
月
第
１

週
が
撮
影
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

・
照
会
先
、
七
ヶ
浜
歴
史
資

料
館

℡
０
２
２-

３
６
５

-

５
５
６
７

駐
車
場
・
七
ヶ
浜
歴
史
資
料

館
駐
車
場

入
場
無
料

七
ヶ
浜
に
は
他
に
多
聞
山
・

君
が
丘
公
園
も
桜
の
撮
影
適

地
が
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
で

世
界
中
の
新
規
感
染
者
数

は
、
こ
の
1
か
月
で
半
分
近

く
に
減
少
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
へ
も

ワ
ク
チ
ン
が
到
着
２
月
17
日

よ
り
接
種
開
始
し
ま
し
た
。

早
期
終
息
を
願
い
ま
す
。

▼
外
出
自
粛
の
た
め
撮
影
行

動
も
少
な
い
の
で
、
こ
れ
ま

で
撮
り
た
め
た
作
品
の
整
理

を
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
部

で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
私

の
一
枚
」
に
ご
寄
稿
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

風

景

写

真

と

デ

ジ

タ

ル

写

真-

６

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
搭
載
ソ
フ
ト
の
活
用
法
ー
「
５
」

[

仕
上
が
り
設
定
機
能]

竹
内

正

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

小

檜

山

裕

行

記
憶
に
あ
る
風
景

孫
田

と
し
子

ホタルイカの身投げ

３
才
の
頃
、
母
の
背
で
見

た
「
富
士
山
の
記
憶
」
で

す
。そ

れ
は
、
千
葉
県
船
橋
市

湊
町
の
魚
市
場
で
店
を
開
い

て
い
た
父
の
店
の
片
づ
け
に

行
く
早
朝
、
真
っ
青
な
空
に

白
い
富
士
山
が
浮
か
ん
で
見

え
ま
し
た
、
そ
の
下
に
は
陸

か
ら
堤
防
に
掛
か
る
真
っ
赤

な
太
鼓
橋
。

「
き
れ
い
だ
ね
」
と
母
に

言
う
と
、
母
も
足
を
止
め
て

し
ば
ら
く
見
入
っ
て
い
た
記

憶
が
有
り
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
母
に
「
私
が
小
さ
い

頃
、
魚
市
場
に
行
く
途
中
で

き
れ
い
な
富
士
山
を
見
た
か

し
ら
」
と
聞
く
と
母
は
「
あ

の
富
士
山
は
き
れ
い
だ
っ
た

ね
」
と
言
い
ま
し
た
、
記
憶

は
正
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

毎
日
通
っ
て
い
た
道
だ
と
思

い
ま
す
が
一
度
だ
け
の
記
憶

で
す
。

太
鼓
橋
下
の
浅
瀬
で
子
供

た
ち
は
海
水
浴
、
引
き
潮
の

時
は
ア
サ
リ
や
カ
キ
、
シ
ャ

コ
を
取
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
父
の
店
の
廃
業

を
機
に
住
ま
い
が
変
わ
り
、

そ
の
景
色
を
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
そ

の
辺
り
は
埋
め
立
て
ら
れ
、

そ
の
先
は
工
場
地
帯
に
な
っ

て
い
ま
す
。
二
度
と
見
る
事

が
出
来
な
い
風
景
と
な
り
ま

し
た
。

富
士
山
は
学
校
の
修
学
旅

行
や
友
達
と
の
旅
行
に
富
士

五
湖
、
富
士
山
麓
、
富
士
山

５
合
目
と
よ
く
行
く
場
所
で

し
た
が
、
今
は
実
家
に
行
く

時
に
ビ
ル
の
合
間
か
ら
垣
間

見
る
だ
け
で
す
。

富
士
山
撮
影
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
折
、
ふ
と
幼
い
日
の

記
憶
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。

富士山撮影ツアーにて

こ
の
特
性
を
活
か
す
た
め

に
は
心
の
動
く
ま
ま
に
微
妙

な
距
離
感
、
ア
ン
グ
ル
、
構

図
を
求
め
て
動
き
回
る
手
持

ち
撮
影
が
最
適
で
三
脚
撮
影

と
は
違
っ
た
撮
影
が
楽
し
め

る
。
近
年
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の

性
能
が
向
上
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
か
単
焦
点
レ
ン
ズ
を

使
用
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
是

非
単
焦
点
レ
ン
ズ
も
お
使
い

に
な
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
た
い
。
軽
量
な
レ
ン
ズ
の

持
ち
歩
き
は
軽
快
で
、
き
っ

と
よ
り
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
作
品
に
巡
り
遇
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
何
時
か
は
自
在
に
三
脚
を

使
い
こ
な
す
の
が
困
難
に
な

る
時
期
が
必
ず
来
る
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
そ
の
時
は

P
E
N
T
A
X

の
35
ｍ
ｍ
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
に
20
年
以
上
前
に

買
っ
た
Ｆ
Ａ
77
ｍ
ｍ

Ｆ
1
・
8

L
i
m
i
t
e
d

を
付

け
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
は

Ｆ
Ａ

31
ｍ
ｍ

Ｆ
1
・
8

L
i
m
i
t
e
d

を
入
れ
て
被
写

体
を
探
し
て
う
ろ
う
ろ
し
て

い
る
姿
を
今
か
ら
想
像
し
て

い
る
。

そ
の
こ
ろ
に
は
手
振
れ
補

正
機
能
は
増
々
進
歩
・
発
展

し
て
、
遠
か
ら
ず
風
景
写
真

に
お
い
て
も
三
脚
無
用
時
代

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
三
脚
愛
好
者
と
し
て
は

チ
ョ
ッ
ピ
リ
淋
し
い
気
も
す

る
が
是
非
そ
ん
な
時
代
の
到

来
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。

前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き


